
全日制普通科

連携型中高一貫校及び高校大学連携
事業を通じ、愛川町立３中学、神奈川
工科大学、東京農業大学と連携しなが
ら、多様な教育活動を行っている。

コミュニティ・スクールとして地域
に開かれた教育課程を先取りし、イン
ターンシップやボランティア活動を行
うことで地域社会に貢献できる人づく
りをめざしています。

地域連携サークル
（連携生徒を中心とした生徒組織）

公益財団法人
相模メモリアルパーク

＜公益財団法人 相模メモリアルパーク＞
愛川町三増にある霊園で、良質な墓地を

開発・提供及び管理等を行うことで、県民
の墓地需要に応え、地域の福祉向上に寄与
することを目的としています。
○チーム・メモリアル

東京ドーム４個分の広い霊園の景観・環
境を維持するため、花木の手入れや備品の
安全管理、ごみの収集などを行っています。

本校は、平成28年度からコミュニ
ティ・スクールを、平成30年度から地
域学校協働本部をそれぞれ設置し、学
校運営協議会を活用した地域との協働
による学校経営の先導的なモデルづく
りに取り組んでいます。

地域協働活動に積極的に取り組んで
いる本校の実績に興味をもった相模メ
モリアルパークさんから、施設内の環
境整備（花壇整備）のお手伝いをする
機会をいただきました。

この取組は、本校のスクール・ポリ
シーである、「自分が暮らす社会・地
域に貢献できる力」を育成する機会と
受け止め、連携生徒（※）を中心に有
志生徒を募りました。

また、花壇整備に使用した花の苗は、
同じ県立高校である神奈川県立中央農
業高等学校から購入することになりま
した。
※  愛川町立３中学校の生徒を対象とし
た連携募集による入学者選抜で入学した
生徒

愛川高等学校

中央農業高校の花で
ボランティア活動
（地域連携部会）



相模メモリアルパークの提案を機会
に、校内でボランティアを募集

活動内容は、相模メモリアルパーク
の花壇整備に決定

相模メモリアルパークの職員（チーム・
メモリアル）の方と花壇整備を実施

地域貢献の経験を生かして、生徒の
学びを広げ、学校間連携へ

生徒が地元に興味
を持ち、自分たちの
力を発揮してほしい。
地元との協働の中で、
生徒を育成したいなぁ。

2021年７月～

2021年12月～

2021年７月

相模メモリアルパー
クから依頼され、有
志メンバーを募集。
連携生徒を中心に、
地域貢献に興味のあ
る５名の生徒が参加
を希望。

相模メモリアルパーク
での活動内容が、花壇
整備に決定。

有志で集まり、活動
内容を検討していたと
ころ、校長先生から、
自分たちと同じ県立高
校の生徒が花の苗を育
てていて、その苗が購
入できることを知る。

相模メモリアルパークの
職員（チーム・メモリア
ル）の方と一緒に、22個
のプランターに県立中央
農業高校から購入したパ
ンジーとビオラを植える。
そのプランターは、メモ
リアルパークの入り口に
飾ることに！

近隣施設をそこの職員の方とと
もに整備することで、地域貢献の
意識が生まれた。県立中央農業高
校の生徒が育てた苗を使用するこ
とができ、地域だけでなく、他校
への貢献にもつながった。
今後は、愛川高校と中央農業高

校とが一緒に活動できれば、取組
の幅が広がるのでは！

以前から地域連携の活動を推進してい
る高校ということで注目していました。
地元の生徒さんにお手伝いしていただ
き、飾ることができた色とりどりの花
が、施設を利用される方々の目を和ま
せ、好評でした。

学校の近くの施設で活動できたこと
や、メモリアルパークに来られた方
が喜んでくださったことがうれし
かった。県立高校の生徒が育てた苗
を使ったので、ボランティアや地域
貢献には色々な方法があると思った。

※2022年は５回実施予定

取組内容
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